
スバ

ビチレブ島

バ

ナンディ

ナワンガルア村で、災害の発生時の避難手順を説明する
金谷JICA専門家。住民たちに防災に対する意識を高め
るためのワークショップを重ねている

バ地区事務所で災害緊急対策本部長を務めるアベ
ナシンガさんと青年海外協力隊の松岡さん。共に村を
回り、人々の防災意識の向上を目指している

　「
ブ
ラ
！
」

　
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
こ
え
る
お
決
ま

り
の
あ
い
さ
つ
。
目
が
合
う
と
人
々
は

少
し
は
に
か
ん
だ
よ
う
な
、
で
も
と
び

き
り
の
笑
顔
を
向
け
て
く
れ
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
東
へ
約
３
０

０
０
キ
ロ
。
日
本
が
記
録
的
な
寒
波
に

襲
わ
れ
て
い
た
２
月
下
旬
、
空
港
に
降

り
立
つ
と
真
夏
の
よ
う
な
強
い
日
差
し

が
照
り
つ
け
る
。

　
こ
こ
は
太
平
洋
に
浮
か
ぶ
３
３
０
以

上
の
島
か
ら
な
る
国
、
フ
ィ
ジ
ー
。
訪

れ
た
の
は
首
都
ス
バ
が
あ
る
最
大
の

島
、
ビ
チ
レ
ブ
島
だ
。
数
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
る
常
夏
の
リ
ゾ
ー
ト
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
そ
れ
は
フ
ィ
ジ

ー
が
持
つ
一
つ
の
顔
に
す
ぎ
な
い
。
照

り
つ
け
る
日
差
し
の
ま
ぶ
し
さ
と
は
裏

腹
に
、
そ
の
陰
に
は
島
特
有
の
問
題
が

あ
っ
た
。

　
そ
の
一
つ
が
自
然
災
害
に
対
す
る
脆

弱
さ
。
毎
年
の
よ
う
に
サ
イ
ク
ロ
ン
や

大
雨
に
よ
る
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
今
年

１
月
に
も
大
雨
で
増
水
し
た
川
が
町
を

水
浸
し
に
し
た
ば
か

り
。
こ
れ
に
対
し
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
緊
急
援
助

物
資
と
し
て
テ
ン
ト

な
ど
を
供
与
し
た

が
、
被
害
を
軽
減
す

る
た
め
に
は
こ
う
し

た
応
急
処
置
だ
け
で

な
く
、
中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
防
災

対
策
が
欠
か
せ
な
い
。

　
洪
水
か
ら
約
１
カ

月
が
た
っ
た
現
状
を

見
に
、
大
き
な
被
害

を
受
け
た
と
い
う
島

の
北
西
部
、
バ
地
区

に
向
か
っ
た
。
最
初

に
訪
れ
た
の
は
バ
地

区
事
務
所
。
日
本
で

い
う
県
庁
の
よ
う
な

地
方
行
政
機
関
だ
。

　
洪
水
発
生
後
、
こ

こ
に
災
害
対
策
本
部
が
置
か
れ
、
消
防

や
警
察
を
は
じ
め
、
教
育
部
門
・
保
健

部
門
と
い
っ
た
事
務
所
内
す
べ
て
の
部

署
、
さ
ら
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
国
際
機
関
の
関

係
者
が
集
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
被
害
状

況
の
把
握
に
奔
走
。
ど
こ
に
ど
ん
な
支

援
が
必
要
か
、
誰
が
ど
こ
に
い
つ
ど
ん

な
支
援
を
し
た
か
と
い
っ
た
情
報
を

日
々
共
有
し
た
。
バ
地
区
で
住
民
の
防

災
意
識
の
向
上
に
取
り
組
む
青
年
海
外

協
力
隊
の
松
岡
め
ぐ
み
さ
ん
は
、「
洪

水
で
断
水
や
停
電
に
な
り
、
対
策
本
部

は
食
料
の
配
給
な
ど
、
住
民
が
必
要
な

情
報
を
得
る
た
め
の
拠
点
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
」
と
話
す
。

　
薬
や
水
、
食
料
、
交
通
機
関
の
確
保

と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
き
た
対
策
本
部
の
本
部
長

を
務
め
た
ア
リ
フ
ェ
レ
テ
ィ
・
ア
ベ
ナ

シ
ン
ガ
さ
ん
は
、「
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
避

難
せ
ず
に
家
の
屋
根
に
取
り
残
さ
れ
、

ボ
ー
ト
で
助
け
ら
れ
た
住
民
も
い
ま
し

た
。
今
後
は
早
期
避
難
の
重
要
性
を
周

知
す
る
こ
と
に
力
を
入
れ
、
次
の
災
害

に
備
え
た
い
」
と
話
し
て
い
た
。

　
フ
ィ
ジ
ー
を
は
じ
め
大
洋
州
の
島
し

ょ
国
に
は
、
災
害
情
報
を
伝
達
す
る
難

し
さ
が
あ
る
。
た
と
え
気
象
局
が
サ
イ

ク
ロ
ン
の
接
近
を
観
測
し
、
防
災
政
策

を
担
当
す
る
中
央
省
庁
の
国
家
災
害
管

理
局
（
Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
）
が
災
害
警
報
を
発

し
て
も
、
本
島
と
離
島
間
、
同
じ
島
で

も
中
央
か
ら
地
方
、
さ
ら
に
末
端
の

村
々
ま
で
災
害
情
報
を
迅
速
に
伝
え
る

シ
ス
テ
ム
が
十
分
に
整
っ
て
い
な
い
か

ら
だ
。
重
要
な
の
は
、
情
報
を
伝
達
す

る
仕
組
み
づ
く
り
と
、
防
災
に
対
す
る

意
識
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
で
高

め
る
こ
と
｜
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
住
民
が
自
分

で
自
分
の
身
を
守
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
フ
ィ
ジ
ー
と
ソ
ロ
モ
ン

諸
島
を
対
象
に
「
大
洋
州
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
防
災
能
力
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
２
０
１
０
年
か
ら
開
始
し
た
。

　
フ
ィ
ジ
ー
で
パ
イ
ロ
ッ
ト
村
に
選
ば

れ
た
の
が
、バ
地
区
に
あ
る
二
つ
の
村
。

バ
川
沿
い
に
位
置
し
、
洪
水
の
被
害
を

受
け
や
す
い
た
め
、
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
亀
山
勉
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
（
八

千
代
エ
ン
ジ
ニ
ヤ
リ
ン
グ
株
式
会
社
）

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
能
力
強
化
を
担

当
す
る
金
谷
祐
昭
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
専
門
家
、

協
力
隊
の
松
岡
さ
ん
が
何
度
も
村
を
訪

れ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
。
一
人

一
人
が
防
災
意
識
を
高
め
、
未
然
に
危

険
を
察
知
し
て
避
難
す
る
大
切
さ
を
、

避
難
訓
練
を
行
い
な
が
ら
住
民
た
ち
に

伝
え
て
き
た
。

　
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ビ
チ
レ

ブ
島
全
域
の
河
川
の
状
況
や
変
化
を
観

測
し
洪
水
警
報
を
発
令
す
る
フ
ィ
ジ
ー

水
公
社
に
簡
易
型
の
計
測
機
器
の
作
り

方
を
、
さ
ら
に
住
民
に
は
使
い
方
を
指

導
。「
川
の
近
く
に
あ
る
水
位
計
や
村

の
一
角
に
あ
る
雨
量
計
が
一
定
の
レ
ベ

ル
に
達
す
る
と
、
危
険
を
知
ら
せ
る
サ

特集 大洋州＆東ティモール
島の未来を考える

大洋州地域が一丸となって
災害に立ち向う

フィジー

from FIJI

サイクロン、洪水、地震、津波…。
地理的・気候的な要因から、
さまざまな災害に見舞われやすい大洋州地域。
今年1月下旬にも大雨による洪水が発生したフィジーは、
JICAが近年、防災分野の支援に力を入れてきた国。
その協力がどのように生かされたのか―。
2月下旬、成果を確かめるために現地を訪れた。

洪水の1カ月後、JICAにより水位計などが設置されて
いるボツア村を訪れると、地面がぬかるみ、建物や畑な
どにダメージはあったが、人的被害はなかった

毎
年
の
よ
う
に
被
災
す
る
国

政
府
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

両
方
の
能
力
を
強
化         
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フィジー気象局では、衛星からの雨雲の動きや気圧配置などの情報、各地の観測所や周辺諸国から寄せられる気温や湿度などのデータを基に気象を予測。周辺国にもその
結果をフィードバックしている

ナワンガルア村近くの川に設置された水位計を指差すブニシナ村長。川に
一番近い家までケーブルがつながり、危険水位になるとサイレンが鳴る

［右］NDMOのコロンドラウ局長代理は、「コミュニティー
に対するJICAの協力は避難訓練を行うなど実践的なた
め、人々の防災意識を高めるのに役立っている」と評価
する
［左］水文観測を担当する水公社は、水位計（奥）と雨量
計の設置・普及を目指している。塚田和美JICA専門家
は（左端）は、彼らと共に水位の自動観測システムの開
発・改良に取り組む

「大洋州地域で発生
するサイクロンの予知
はフィジー気象局が
責任を持つので、地
域全体の防災に大き
な役割を果たしていま
す」と話すワンガイデ
ルア気象局長

特集 大洋州＆東ティモール
島の未来を考える

イ
レ
ン
が
鳴
る
仕
組
み
で
す
」
と
説
明

す
る
フ
ィ
ジ
ー
水
公
社
ラ
ウ
ト
カ
西
部

事
務
所
の
セ
レ
マ
イ
ア
・
コ
ロ
イ
さ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
今
回
の
洪
水

時
に
生
か
さ
れ
た
の
か
―
。

　
パ
イ
ロ
ッ
ト
村
の
一
つ
、
ナ
ワ
ン
ガ

ル
ア
村
を
訪
れ
る
と
、
川
と
村
は
数
メ

ー
ト
ル
も
離
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
堤

防
も
な
い
。
洪
水
発
生
か
ら
１
カ
月
が

経
過
し
、
村
か
ら
水
は
ほ
ぼ
引
い
て
い

た
も
の
の
、
い
ま
だ
に
地
面
は
ぬ
か
る

ん
だ
状
態
。
断
水
し
た
り
畑
が
使
え
な

く
な
っ
た
り
と
、
人
々
の
生
活
に
深
刻

な
ダ
メ
ー
ジ
が
残
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
村
長
の
ナ
ダ
ニ
エ
リ
・
ブ

ニ
シ
ナ
さ
ん
に
聞
く
と
、
無
事
に
全
員

が
避
難
し
、
人
命
に
被
害
は
な
か
っ
た

と
い
う
。「
水
位
計
の
監
視
を
行
っ
て

い
る
川
の
一
番
近
く
に
住
む
住
民
が
、

水
位
が
危
険
な
と
こ
ろ
ま
で
上
が
っ
て

い
る
と
知
ら
せ
に
き
た
の
で
、
私
が
ハ

ン
ド
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
、
村
人
全

員
を
避
難
さ
せ
ま
し
た
」
と
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
に
胸
を
張
る
。

　
当
初
は
避
難
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

説
明
し
て
も
〝
家
財
が
大
事
〞
と
い
う

考
え
方
が
強
か
っ
た
村
の
人
々
。
し
か

し
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
続
け
る
う
ち
、

次
第
に
〝
何
よ
り
も
大
切
な
の
は
自
分

の
命
〞
と
意
識
に
変
化
が
生
ま
れ
て
き

た
。「
今
後
も
村
ぐ
る
み
で
災
害
対
策

を
続
け
て
い
く
」。
そ
う
話
す
村
長
の

言
葉
に
は
、
一
人
た
り
と
も
犠
牲
者
を

出
さ
な
い
と
い
う
強
い
決
意
が
込
め
ら

れ
て
い
た
。

　
こ
の
洪
水
と
同
時
期
、
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
も
大
雨
に
襲
わ
れ
た
が
、
フ
ィ
ジ
ー

の
ナ
ワ
ン
ガ
ル
ア
村
同
様
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
た
村
で
は
、
住
民
た
ち
が

水
位
計
と
雨
量
計
を
観
測
。
危
険
水
位

ま
で
は
上
昇
せ
ず
、
避
難
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
は
な
ら
な
か
っ
た

が
、
住
民
た
ち
が
避
難
の
手
順
を
イ
メ

ー
ジ
で
き
、
豪
雨
に
落
ち
着
い
て
対
応

で
き
た
こ
と
が
収
穫
だ
っ
た
。

　「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
２
カ
国
一
緒
に

実
施
す
る
こ
と
で
、
フ
ィ
ジ
ー
と
ソ
ロ

モ
ン
の
担
当
者
が
交
流
し
、
経
験
を
共

有
す
る
機
会
も
生
ま
れ
ま
す
。
水
文
観

測
※
1
に
つ
い
て
ソ
ロ
モ
ン
の
担
当
者

が
フ
ィ
ジ
ー
の
担
当
者
に
質
問
し
、
自

国
の
対
策
に
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い

る
」
と
金
谷
専
門
家
は
話
す
。

　
さ
ら
に
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
だ
け
で
な
く
、

国
全
体
と
し
て
の
情
報
伝
達
を
円
滑
に

し
て
い
く
た
め
に
、Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
能
力
強

化
も
行
っ
て
い
る
。
気
象
局
や
水
公
社

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
避
難
警
報
を
発
令

し
、
災
害
時
は
24
時
間
体
制
で
対
応
す

る
の
が
本
来
の
役
割
だ
が
、
両
機
関
と

の
連
携
が
十
分
で
は
な
い
た
め
災
害
予

測
が
で
き
ず
、
結
果
、
事
前
に
警
報
を

発
令
で
き
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
Ｎ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
両
機
関
と
の

連
携
を
強
化
し
、
災
害
時
の
対
応
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ア
キ
シ
・
コ
ロ
ン
ド
ラ
ウ
局
長
代
理
も
、

「
正
確
な
情
報
を
把
握
で
き
る
体
制
が

で
き
れ
ば
、
よ
り
的
確
な
対
策
を
打
ち

出
せ
る
よ
う
に
な
る
」
と
期
待
す
る
。

　
他
方
、
防
災
能
力
の
向
上
の
た
め
に

は
、
国
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
レ
ベ
ル
で

の
情
報
伝
達
の
円
滑
化
に
加
え
、
気
象

観
測
や
サ
イ
ク
ロ
ン
な
ど
の
災
害
予
測

技
術
の
向
上
も
欠
か
せ
な
い
。

　
そ
こ
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
の

が
、
ビ
チ
レ
ブ
島
西
部
の
町
ナ
ン
デ
ィ

に
あ
る
フ
ィ
ジ
ー
気
象
局
。
95
年
か
ら

日
本
の
無
償
資
金
協
力
「
気
象
観
測
・

予
報
設
備
整
備
計
画
」
で
、
建
物
や
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
設
備
、
観
測
機
器
な
ど

が
整
備
さ
れ
、
気
象
情
報
・
予
報
と
サ

イ
ク
ロ
ン
情
報
を
24
時
間
体
制
で
提
供

し
て
い
る
。

　「
日
本
は
津
波
や
洪
水
、
台
風
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
経
験
・
教
訓
を
防

災
に
生
か
し
て
き
た
。
そ
の
最
先
端
の

技
術
の
お
か
げ
で
、
フ
ィ
ジ
ー
気
象
局

は
大
洋
州
地
域
の
〝
防
災
の
中
心
地
〞

と
し
て
機
能
で
き
て
い
る
」
と
話
す
の

は
ア
リ
パ
テ
・
ワ
ン
ガ
イ
デ
ル
ア
気
象

局
長
。
そ
の
言
葉
通
り
、
こ
の
気
象
局

の
観
測
範
囲
は
フ
ィ
ジ
ー
だ
け
で
は
な

く
、
他
の
大
洋
州
島
し
ょ
国
も
含
ま
れ

る
。
技
術
や
人
材
の
面
か
ら
、
こ
の
地

域
で
正
確
な
気
象
観
測
を
で
き
る
の
は

フ
ィ
ジ
ー
だ
け
。
ト
ン
ガ
や
キ
リ
バ
ス

の
気
象
局
は
気
温
や
湿
度
な
ど
基
本
的

な
気
象
デ
ー
タ
は
観
測
で
き
る
が
、
気

象
予
測
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
各

国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
基
本
情
報
を
も

と
に
フ
ィ
ジ
ー
が
気
象
を
予
測
し
、
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
。

　
将
来
的
に
は
自
国
で
気
象
予
測
を
行

え
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
―
。

　
そ
こ
で
フ
ィ
ジ
ー
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と

と
も
に
01
年
か
ら
第
三
国
研
修
※
2
を

実
施
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
を
通
じ
て
学

ん
だ
気
象
予
測
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
他
の

大
洋
州
11
カ
国
・
地
域
に
伝
え
て
い
る
。

「
大
洋
州
の
国
・
地
域
の
中
に
は
、
気

象
予
報
や
観
測
機
器
を
扱
え
る
気
象
局

職
員
が
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

研
修
で
は
毎
年
、
各
国
・
地
域
の
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
、
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

え
て
い
ま
す
」
と
研
修
を
担
当
す
る
タ

ン
・
シ
ン
さ
ん
は
話
す
。

　
こ
れ
ま
で
フ
ィ
ジ
ー
で
開
催
さ
れ
た

研
修
に
は
、
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、

ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
サ
モ
ア
、

ト
ン
ガ
、
ツ
バ
ル
、
ク
ッ
ク
諸
島
、
ニ

ウ
エ
、
キ
リ
バ
ス
、
ナ
ウ
ル
か
ら
１
０

０
人
以
上
が
参
加
し
た
。
ク
ッ
ク
諸
島

や
バ
ヌ
ア
ツ
の
研
修
員
か
ら
は
、「
災

害
で
人
命
を
守
る
に
は
、
い
か
に
気
象

局
に
よ
る
迅
速
な
情
報
提
供
が
大
事
か

を
学
ん
だ
」「
新
し
い
機
器
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
自
国
で
役
立
て
た
い
」
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
防
災
対
策
の

一
環
と
し
て
地
震
予
測
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。04
年
の
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
震
・

イ
ン
ド
洋
津
波
で
は
、
約
22
万
人
が
犠

牲
に
な
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

た
。
こ
れ
が
同
じ
く
地
震
活
動
が
活
発

な
大
洋
州
地
域
の
人
々
の
認
識
を
大
き

く
変
え
た
。

　
そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
07
〜
２
０
１

１
年
ま
で
フ
ィ
ジ
ー
鉱
物
資
源
省
と
ト

ン
ガ
天
然
資
源
省
を
対
象
に
「
地
震
観

測
網
の
運
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
。

主
要
な
島
に
震
源
地
や
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
を
観
測
す
る
機
器
と
ア
ン
テ
ナ
を
配

置
し
、
衛
星
を
利
用
し
て
互
い
に
地
震

情
報
を
共
有
・
分
析
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
た
。
今
後
は
こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
地
震
に
よ
る
津
波

到
達
予
想
時
刻
な
ど
を
周
辺
諸
国
に
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
被
害
の
軽

減
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
一
つ
一
つ
の
国
の
規
模
が
小
さ
い
大

洋
州
の
島
国
で
は
、
各
国
が
協
働
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
災
害
に
立
ち
向
か
う
仕

組
み
づ
く
り
が
必
要
だ
。
そ
の
た
め
に

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
日
本
が
持
つ
防
災
分
野

の
技
術
や
経
験
を
生
か
し
た
協
力
を
続

け
て
い
く
。
災
害
に
よ
っ
て
人
々
の
顔

が
曇
る
こ
と
な
く
、
い
つ
も
笑
顔
が
輝

く
こ
と
を
目
指
し
て
。

三重県の松坂消防も災害対策の向上に貢献！
　災害時、一人でも多くの人を助けたい―。このフィジー国家消防庁の要望に
応えるため、消防官の救助能力の向上に協力しているのが、三重県の松坂地
区広域消防組合。JICAの草の根技術協力事業を通じて03年からフィジーの
消防官を日本に受け入れ、火災の原因調査や応急手当の訓練、消防機械の
取り扱いなど、基本的な消防・消火技術と救助技術を伝えてきた。
　また、07年からは水難救助にフォーカスし、ロープを川の上に張って遭難者を
助ける方法などを紹介。この技術は、今年1月にフィジーで発生した洪水時に、
川の中州に取り残され
た住民を救助する際に
生かされた。
　さらに、2010年から
は救急救助技術も指
導。出動から現場での
けが人の手当て、救急
車への収容、病院への
搬送まで、一連の緊急
救助に関する基礎を伝
えている。

※
1
降
水
量
や
河
川
水
位
、河
川
流
量
な
ど
水
に

関
す
る
デ
ー
タ
を
定
期
的
、ま
た
長
期
的
に
観
測
す

る
こ
と
。

※
2
途
上
国
が
J
I
C
A
の
支
援
の
も
と
、他
の

途
上
国
か
ら
人
材
を
受
け
入
れ
、優
れ
た
開
発
経

験
や
知
識
・
技
術
の
移
転
や
普
及
を
行
う
研
修
。

災
害
予
測
の
能
力
向
上
が

地
域
全
体
の
防
災
に
生
き
る
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